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江戸川乱歩『ぺてん師と空気男』論

、宮本和歌子

はじめに

拙稿「江戸川乱歩『ぺてん師と空気男』と TheCompleαt Practical JokeγJ (平成二一年四月『国

語国文J。以下「前稿」と略)において、江戸川乱歩『ぺてん師と空気男j(昭和三四年一一月桃

源社『書下し推理小説全集』第一巻)で使用されているジョークが、 HarryAllen Smith著 The

Compleat Practical Jokeγ(Garden City， N.Y.: Doubleday， 1953)に多く依拠していることを述べ、

両者に共通するジョークの中から六つを選んで両者の異同を論じた。江戸川乱歩が成人向け作品

として発表した最後の作品は昭和三五年一月の短編『指』だが、同作品は昭和三年『騒人Jへ寄

稿した小酒井不木との合作掌篇『ラムール』が原型であることから(1)、少年向け作品を除外し

て考えれば、『ぺてん師と空気男』は実質的な最後の創作といえる。

新保博久・山前譲編『幻影の蔵一江戸川乱歩探偵小説蔵書目録-j (平成一四年一O月東京

書籍)付属の CD-ROMには、 ηwCompleat Practical Jokeγ(以下 Jokeγと略)が複数冊登録さ

れており、乱歩がJokeγに強い関心を抱いていたことが容易に推測される。それを元に執筆され

た『ぺてん師と空気男』について、発表前に乱歩が、「こんどのは自信があるよ。カー式にいっ

た新しいアイデイアであって、殺人ゲームが主体になっているJと語っていたとの証言が『書下

し推理小説全集J第一巻附録掲載の植草甚一「むかし乱歩さんを訪ねて」に存在する。加えて、

子息である平井隆太郎氏は、小説は読むなと言っていた乱歩が自著を息子に与えたことが二回だ

けあり、そのうちの一回が『ぺてん師と空気男j(以下『ぺてん師Jと略)だ、ったと述べ、これ

はある意味自信があったためではないか、と発言している (2)。こうした実例から、乱歩は『ぺ

てん師』にある程度の自信と，思い入れを持っていたと推測される。

以上を踏まえ、本稿では紙数の関係から前稿で挙げられなかった残りのジョーク六つを紹介す

るとともに、乱歩とジョークの関係に言及する。
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The CompleαtPrαctical Jokerと『ぺてん師と空気男』共通のジョーク

本章では、 Jokeγと『ぺてん師』に共通するジョークを『ぺてん師』における登場順に挙げて

ゆく。引用は Jokeγ、論者による和訳、『ぺてん師』の順で、括弧内の番号は、 Jokeγから利用さ

れている全一二のジョークのうちで登場する順番である。

1.寺院の鐘を十三回鳴らすジョーク (5/12)

The clock in one of the university towers began performing in a most unusual manner. It 

would strike thirteen times at noon. At mi也ught抗wascontent to strike the customary twelve 

times， but at noon there would be that extra stroke. The deviation was quickly noticed and an 

investigation was started. Clockmakers were called in to examine the mechanism. They 

couldn't make out what caused the thirteen strokes at noon. The bell itself was examined， but 

仕lerewere no cords， or 0出ercontrivances， connected to it.官官位lingwent along for quite a 

while， a great mystery to be sure. It was solved by the villain's being caught in出eact. He 

was a student， li吋ngon one of the upper floors of a house near by. Each noontime he sat at 

出ew担dowof his room with a rifle. The clock struck twelve and then， with perfect timing， 

吐lestudent pulled吐letrigger to create the thirteenth stroke. (Jokeγ74) 

(ある大学の時計塔に、非常に奇妙な現象が起こり始めた。正午に、鐘が十三回鳴るのだ。

夜中には通常通り十二回鳴るが、正午の鐘は一回多いのだ。人々はすぐに異状に気づき、検

査が行われた。機械を調べるために時計職人が呼ばれた。しかし、正午に十三回点鐘する理

由は不明だ、った。鐘自体も調べられたが、紐やその他の仕掛けはなにも装着されていなかっ

た。大きな謎のまま、この現象はしばらく続いていた。だが、悪者が現行犯で捕まり謎が解

けた。犯人は、近くの家の上階に住む一人の学生で、あった。彼は正午になると決まってライ

フルを構え、窓際に座っていた。時計の鐘が十二回打つと、絶妙のタイミングで引き金を引

き、十三回目の鐘を鳴らしていたのだ。)

「きみ、お寺の鐘が十三時を打って、近所の人を驚かせた話を知っているかい。昔の時の鐘

じゃない。今の一時から十二時までをしらせる鐘だがねJI知らないJIこれも外国の例だけ

れど、実にウイットがあるんだよ。その寺の近所のやつがね、鉄砲でね、本当の鐘が十二点

打ったあとで、鐘を的にして、タイムを合わせて、ポーンと一発やるんだよ。そうすると

十三点鐘になる。なんの利益もない。大した害もない。しかし、近所の人は不思議に思わあ

ね。ただ人を驚かせてみたいジョークなんだよJ(本文三八頁)

外国の例として、伊東がこのジョークのエピソードを語っている。 Jokeγでは大学の時計塔の
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鐘であるが、『ぺてん師』ではお寺の鐘に変更されている。日本では時計塔の鐘より寺院の鐘の

方が馴染み深いためか。

2.理髪庖に入り、巻尺や図面を広げるジョーク (6/12)

Accompanied by Dr. Miller， he would walk into， say， a large barbershop. Ignoring the barbers 

and the proprietor， Mr. Taylor would whip out a tape me部 ure，a notebook and a pencil. He 

would begin measuring off the whole front section of the shop， jotting down figures， 

murmuring to himself or addressing his remarks to Dr. Miller.“We'll put the brick partition 

right through here，" he' d say.“By the way， when they deliver the brick， have 'em back the 

truck across吐lesidewalk， take out this plate-glass window， and dump the stu百rightin here. 

Make it easier. Now， let me see." By this t註ne吐leproprietor of吐leshop would be mo吋ngin， 

wide-eyed担ldwondering.“Right across this section，" Mr. Taylor would say，“will be吐lewall 

closing off the women' s toile鼠"“Justa minute，" says the proprietor.“What the hell' s going on 

here."“Don't bother me now，" Mr. Taylor would say irritably.“Don't bother you!' the 

proprietor would yell. Tm the proprietor of吐出place-whatthe hell you think you're doing， 

anyhow?" “I'm simply working from the blueprints，" Mr. Taylor would 閥抗“gettingthe 

measurements for the alterations."“日'hαtalterations?" from the excited proprietor.“HowdoI 

know what alterations?" Mr. Taylor would say. 'Tm only an engineer， working from the 

blueprints， taking the measurements. Now， let's see. 1 th恒kthew.加 hbowls ought to go right 

about here and..."“What about my lease?" the proprietor would roar.“1 wouldn't know nothin' 

about your le加 e.1 just follow orders and go according to the blueprints. Well， 1 think仕mt

does it. Remember about the bricks-dump 'em right through this window." And then Mr. 

Taylor and Dr. Miller would walk briskly out of the place. (Jokeγ262-63) 

(ミラー博士と連れ立ちテイラー氏は大きな理髪庖に入って行った。理髪師や庖の主人を無

視してテイラ一氏は巻尺、ノートと鉛筆を取り出した。彼は数値を書き留めたり、一人でぶ

つぶつ言ったりミラー博士に話しかけながら庖の前面部分を測り始めた。「ここに煉瓦で仕

切りを作るんだねjと彼は言い、「ところで、煉瓦が運ばれてきたら、車の後ろを歩道に乗

り上げて、このガラス窓を取り外して荷物をここに降ろそう。その方が楽だからね。どれど

れ。jこのとき、底の主人が不審そうに目を見聞き寄って来た。「ちょうどここの部分に壁を

作って女性用トイレにするんだjとテイラー氏が言った。「ちょっと待て」と主人。「一体こ

こで何をする気だ。Ji邪魔しないでくれJと苛立つたテイラー氏が言った。「邪魔だ、って!J 

と主人が叫んだ。「私はここの持ち主だよ。一体あなたは何をしているんだ?J i私は青写真

に従い作業しているだけです」とテイラー氏が言った。「改装のための測量ですJi改装だ、っ

て?Jと興奮した主人。「知るものですか。Jとテイラー氏が言った。「私は青写真通りに測
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量し作業するだけの、ただの技師ですからね。さて、洗面台はここがいし=かな…Jr契約は
どうなっているんだ?J主人が怒鳴った。「私は契約のことなんか知りません。指示通り青

写真に従い作業しているだけですから。ええと、これでいい。煉瓦を忘れないでくれよ。窓

を壊してここに積むから。」それからテイラー氏とミラー博士は急いでその場を離れた。)

「ぼくはね、ここに建築設計図の青写真を持っている。きのう友達のところで、不用なのを

貰ってきたんだよ。それから巻き尺を用意している。こいつを使って、一つジョークをやっ

てみょうかJrへえ。どんなジョークなの?J rまあ見ていたまえ。きみにもすぐ合点がいく
よ。だが、さっきみたいにだんまりでなくて、もっと手伝ってくれなくちゃこまるね。きみ

も適当に口を利くんだなJrだって、 トリックがわからなけりゃ、口の利きょうがないJrい
や、すぐわかるよ。きみも、もう相当のジョーカーになっているんだから」町の片側に、赤

と青のだんだらの飴ん棒が立っていて、一軒の床屋があった。客は仕事椅子に一杯だったが、

待っている人はないように見えた。「ここへはいるんだよJ伊東は例の気取った歩き方で、

ツカッカとその庖へはいっていった。わたしもそれにつづいた。伊東は青写真と巻尺を手に

しながら、庖主や職人を全く無視して喋りはじめた。「きみ、これをもって、むこうの壁に

つけてくれたまえ」と、いって、巻尺の一端をわたしにわたしたので、わたしはそれを引っ

ぱって、向こうの壁まで歩いて行き、そのはじを壁にくっつけて、じっとしていた。「ああ、

ちゃんと青写真に合っている。そのまんなかへ、煉瓦で隔壁をつくるんだ。厚さは二十五セ

ンチと指定しである。ところで、煉瓦のトラックはまだこないのかな。一時という約束だが」

と腕時計を見て「もう、その横丁のへんまで来ているかもしれないJrねえ、きみ、煉瓦を
入れるのには、この表側の大ガラスをはずさなくちゃなるまいねJわたしも調子を合わせて、

口をはさんだ。二人が人もなげに、大声で喋っているので、職人も客も、みなへんな顔をし

て、われわれを見ていたが、隅の方で客の顔をあたっていたこの底の王人らしいのが、剃刃

を手にしたまま、目を三角にして、こちらへやってきた。伊東は構わず喋りつづける。「こ

の青写真で見ると、煉瓦壁のそちら側は、婦人用のトイレットになるんだね」床屋の主人は

たまりかねて口を出した。「あなた方、いったいなんです。ことわりもなしにはいってきて

……J rいや、ちょっと邪魔だから、どいていてくださいJrなんだって?どいていろだって?
わたしやこの家の持主ですぜ。それを、いったい、あんた方あ、どうしようっていうんです」

「いや、ぼくはね、ただこの青写真を引き合せているんだよ。この庖を改築するんでね。そ

れを測量しているんだよJrえつ、改築う?いったい、どう改築しようってんですJrそりゃ、
ぼくにはわからないよ。ぼくは会社に雇われている技師にすぎないからね。会社の出した青

写真の通りにやるばかりだよ。で、きみ」と、わたしの方を向いて「手洗いをとりつけるの

は、そのへんになるね。うん、もう少しこっちだJrおまえさんがたあ、いったい、だれに
断って、そんなことをやるんだね。あたしの承諾書でもあれば、見せてもらいたいもんだね」

「承諾書だとか、契約書のことは、ぼくは知りませんよ。ただ会社の命令で働いているんで
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すからね。……きみ」と、わたしに呼びかけて「横丁へ煉瓦のトラックが着いたかどうか見

てこよう。ぼくたちも手伝ってやる方がいし瓦からね。いずれにしても、この表側のガラスは

とつばらわなくちゃあ……Jそういって、巻尺を巻きもどすと、わたしを促して、表に出た。

「少し薬が利きすぎたかもしれない。さあ、早く行こう」そして、わたしたち二人は、スタ

スタと、逃げるように床屋の前をはなれたのである。(本文三八~四二頁)

ジョークの手法に大きな相違はない。抗議する庖主に対する台詞の内容もほぼ同じであるが、

『ぺてん師Jでは伊東の発案したジョークのように書かれている。

3.喧嘩を始めようとした相手が幼なじみであったというジョーク (7/12)

On another occasion Sothern w路 walkingin Regent Street with Stephen Fiske. Suddenly 

Sothern suggested出atthey walk apart， and that they both enter the Atlas bus. When Fiske 

got on吐lebus he found Sothern si抗泊goppos比ehim.日skedi也U know what the scheme 

was，担ldlooked questioningly toward his friend. Sothern immediately assumed a belligerent 

expression and said:“Are you staring at me， sir?" Fiske took the cue and responded:“No.IfI 

wanted to stare at anybody， r d stare at a be枕er-lookingman than yourself." At this remark 

So吐lernappe紅 edto go into an uncontrollable rage. The other p加 sengerson the bus were a 

perfect audience for this so此ofthing-a number of elderly ladies，同10sedate gentlemen who 

appe訂 edto be clergymen， a farmer from the country. Sothern leaped to his feet prep訂 atory

to a抗ackingFiske. The clergymen and the farmer rushed up and engaged in a violent struggle 

withhim， t円市19to keep him from自ghting.When they got the bellicose Sothern quieted down， 

he demanded出atthe bus be stopped田ldthat Fiske step outside and take his medicine.“I 

prefer to settle抗righthere担 thebus!" shouted Fiske， and So吐lernwent into an even more 

violent tantrum. He took 0百hisovercoat and handed it to the ne訂 estold lady to hold.“No 

man on earth，" he howled，、anspeak to me like that and live， with the exception of my good 

friend John Robinson of Philadelphia."“My name is Robinson，" spoke up Fiske，“andmy 

Christian name is John， and 1 have just arrived from America， but 1 don't happen to have the 

pleasure of your acquaintance， nor do 1 want it." Instantly Sothern's manner changed. He 

climbed over several of吐leother p部 sengersand clasped Fiske加 hisarms， salut恒gh加 as

his old friend from Philadelphia. He announced to everyone on the bus that this was his 

dearest friend， that this was one of the happiest moments of his life， and吐lathe and John 

Robinson were now going out somewhere and celebrate. They le抗thebusぽminarm，ha吋ng

given the old women and the clergymen and the farmer something to talk about for the 

remainder of their lives. (Jokeγ120-21) 
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(またある時、サザンはスティーブン・フイスクとリージェント通りを歩いていた。突然サ

ザンが、別々に歩いてアトラスパスに乗り込もうと言い出した。フイスクがパスに乗り込ん

だとき、サザ、ンが彼の向かいに座っているのに気づいた。フィスクは彼が何を企んでいるの

かわからず、不思議に思って向かいの友人を見ていた。サザンはすぐに喧嘩腰を装い、「私

を見ているのか?Jと言った。フイスクもすぐにそれを受け、「いいや。もし誰かを見るなら、

もっといい顔の男を見るね。」と答えた。これを聞いたサザンは怒りを抑えられない風を装っ

た。パスの乗客達は、こんな事件の観客としては最適の人々だ、った。数人の年配女性、聖職

者風の生真面目な二人の紳士、田舎からやってきた農夫。サザンはフィスクに襲いかかろう

と立ち上がった。聖職者達と農夫がすぐ仲裁に入札とっくみあいを防ごうとした。彼らが

いきり立ったサザンをなだめると、サザンはパスをとめてフイスクと共に下車し、懲らしめ

てやると言い出した。「おれは今ここでけりをつけたいねりとフイスクが叫んだ、ので、サ

ザンは一層怒り狂った。彼は上着を脱ぎ、一番近くの老女にそれを預けた。「この世で俺に

そんな口の利き方をして生きていられる奴はいないぞ、俺の親友の、フィラデルフイアのジョ

ン・ロビンソンでもない限りな。jと喚いた。「俺の名はロビンソンだ。」とフィスクが言った。

「それに俺の洗礼名はジョンさ。ついでにたった今アメリカから着いたばかりだ。だが、偶

然にもあんたの知り合いの筈はないし、そんなこと望みもしないね。」すぐにサザンの態度

が変わった。彼は大勢の乗客を押しのけてフイスクの腕に絡みつき、フイラデルフイアから

やってきた旧友に挨拶した。フィスクは最も大事な友人で今ほど幸せな瞬間はない、これか

ら一緒lこノくスを降りてお祝いをするのだと、サザンはパス内に宣言した。老女達と二人の聖

職者と農夫に後々までの話の種を提供し、二人は手に手を取ってパスを降りた。)

「きみ、きょうは幸先がいし=からね。こんどは一つ、二人で演技をやろうじゃないか」と、

いい出した。「どういう演技?またどっかの庖へ飛び、こむのかいJrいやそうじゃない。こん
どは、ちょっと大がかりなんだ。そして、どうしても二人でなければゃれないジョークなん

だ。それはね、パスの中でやるんだよJrこんども、ぼくはなにも知らないで、きみの助演
をするのかいJrそいつはむつかしいだろうな。こんどは、きみが主役だからね。ちょっと
打ち合せておかなくっちゃあ」そして、伊東はその計画を、詳しくわたしに話して聞かせた

が、こんどのジョークは甚だ手あらいやつで、しかし、なかなか舞台効果があるように思わ

れた。わたしにその主役をやれというのだが、そんなお芝居ができるかどうか、心もとなく

思ったけれど、まあやってみることにした。そこで、二人は別れ別れになって、近くのパス

の停留所へ歩いていった。そして、やってきた一台のパスに乗りこんだ。パスの中はすいて

いたので、二人は斜めに向かい合って腰かけることができたO 停留所ごとに、客が降りたり

乗ったりしたが、三停留所ぐらいすぎると、ちょうど頃あいの混み方になってきた。時間が

時間なので、半分は婦人客であった。男も老人が多かった。席は一杯になり、三、四人、あ

ちこちに、吊り革をもって立っていたO 頃はよしと思ったのか、伊東は、向かい合って腰か
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けているわたしの顔をじっと見つめはじめた。わたしは笑いそうになるのを我慢して、ギユツ

と唇をまげて、ふてぶてしい顔を作っていた。わたしは、ひどく怒りっぽい男に見せかけな

いと具合がわるいのだ。もう怒ってもいいころだと思ったので、わたしはやりはじめた。「き

み、なぜそんなに、ぼくを見つめているのですか。ぼくの顔になにかついているのかねJす

ると、伊東はすかさず斬り返してきた。「見つめてなんかいないよ。見つめるんだったら、

もっとましな顔にすらあ」二人とも服装はちゃんとしているので、このよたもんみたいな口

の利き方に、乗客たちは、びっくりしたようであった。車内全部の視線が、わたしたちに集

まった。「なんだとう。ゃい、もう一度いってみろjわたしは激怒した顔つきになって、席

から立ち上がっていた。「なんどでもいってやるO おれは、そんなきたない顔、見つめた覚

えはないよJIうぬつ!Jわたしは、顔を真赤にして、というのは、実はこの衆人環視の中

のお芝居に赤面していたのだが、よそ目には、真赤になって怒っているように見えたことで

あろう。そして、いきなり、相手につかみかかっていった。伊東も負けてはいなかった。す

ぐに立ちあがって、応戦の姿勢をとった。とつくみあいがはじまった。近くの婦人客たちは、

おそれをなして、車の前部と後部へ難を避けた。女車掌はポカンとして見ているばかりで、

どうすることもできない。二人の男が、わたしたちのそばへかけよって、引き分けようとし

た。「パスの中で喧嘩をはじめちゃ、こまりますよ。近所迷惑だ、。やるなら降りてからやっ

てくださいj会社員風の分別顔をした男が、自分も怒った顔になって、怒鳴りつけた。「よ

しっ、それじゃパスをとめてくれ。……おいつ、きみつ、まさか逃げやしめえな。きみも降

りるんだ。かたをつけよう」わたしは伊東の手を引っぱって、パスの降り口の方へ歩いてい

った。「このおれに、今のような口を利けるやつは、おさななじみのレンちゃんだけだよ。

あいつなら、おれは怒りゃしない。レンちゃんには久しく会わないがね」わたしは、なるべ

く不自然に聞こえないように、このせりふを言った。ここが一番むつかしいところだった。「ぼ

くも、子供のころレンちゃんと呼ばれていたよ。ぼくの名は伊東錬太郎だからねJIえっ」と、

わたしはびっくりして見せた。「君はレンちゃんだったのか。伊東錬太郎君だったのか。な

あんだ、そんならそうと、早くいってくれればいいのに。ぼくは君を駅へ迎えに行ったんだ、

ぜ。わからないかね。ぼくは野間五郎だよJIおお、五郎だ、ゴロちやんだっ。きみも変っ

たなあ。あれからもう十四、五年になるもんなあJ伊東君も、なつかしそうに叫んで、わた

しに抱きついてきた。わたしたちは、あっけにとられた人々の前で、ロシア人のように、お

互に抱き合って、接吻せんばかりであった。次の停留所で、わたしたちはパスを降りた。そ

して、人々の目を意識しながら、肩をくつつけ合い、腕を組んで、人通りの多い町を歩いて

行った。「どうだい。うまく行ったね。あのパスに乗っていた二十人ぐらいの男と女が、今

の事件を生涯の語り草にするだろうよ。それにしても、きみも芝居がうまくなった。あの調

子なら、これから二人で、いろんな趣向が立てられるぜJ(本文四三~四七頁)

ジョークの手法に大きな相違はなし。外国の例か否かへの言及はなく、伊東の発案のように書
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かれている。 Jokeγでは 80吐lemは“EdwardA. 80them， the celebrated actor，" (114) と、俳優

であることが明記されており、即興でのジョーク実演が可能だ、ったのだろうが、『ぺてん師Jで

は予め打ち合わせてからの実行という設定にしてある。

4.測量の手伝いを依頼するふりをして通行人の時間を奪うジョーク (8/12)

官lemost celebrated of all British practical jokers was William Horace De Vere Cole， whose 

career will be considered in later pages. He w部 acitizen of substance and had a large house 

in a fashionable section of London. One day he was hanging some paint恒gsin his home when 

he ran out of同市町.He put on his hat and walked to the nearest stringmonger' s shop and 

bought a ball of twine. On his way home he saw an elegant Englishman， a stranger， 

approaching. The man was so stufish， so splendidly dressed， that Cole could not pass him by. 

Quickly he whipped out his ball of加担eand stepped up to the gentleman.“1 say，" he spoke 

with some show of deference，“I'm in a bit of a spot. We're engaged in surveying this area in 

order that we may realign the kerb， and my assistant has somehow vanished. 1 wonder if 1 

could prevail upon your time for just a few moments. " "To be sure，" said the strang町 ever

the proper Englishman.“If，" said Cole，ツou'd be so kind as to hold the end of出isstring. Just 

stand where you are，紅ldkeep a tight hold on it， and we'll be fmished恒 afew moments. It's 

really qu抗eimpo此ant."The splendid gentleman took hold of the end of the string and Cole 

began backing away企omhim， unVl企ldingthe ball. He continued all the way to the comer， 

turned the corner and disappeared. He proceeded， still unwinding the ball， until he was 

halfwayup吐leblock， at which point the string gave out. He stood for a moment， not knowing 

quite what he should do now. He had about decided to tie the string to a doorknob when 

Providence sent him a second gentleman， fully as elegant and polished as the first. Cole 

stopped him. Would the good sir be so kind as to assist him in an engineering project? 

Certainly! Cole handed him the end of吐lestring加 dasked that he simply stand firm and hold 

抗.Then Cole disappeared through an alleyway， h部tenedto the shop for another ball of twine， 

and retumed to his home to resume hanging pictures. Cole never knew how long those two 

men stood holding the string. He could have circled back and spied on them， but he di也u

even consider doing抗.The more accomplished practical jokers seem to prefer a situation in 

which the denouement is left to their imag回ations.They e吋oysi枕加gdown and thinking 

aboutwhatmαy have happened. (Jokeγ17-18) 

(英国で最も有名なプラクテイカル・ジョーカーはウィリアム・ホーラス・ド・ヴェラ・コー

ルだが、彼の功績については追って考察する。彼は資産家で、ロンドンの高級住宅街に大邸

宅を構えていた。ある日、家に絵を飾ろうとしたが、紐がなかった。彼は帽子をかぶり、歩
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いて近所の屈に紐をー玉買いに行った。帰り道、見慣れない上品な英国紳士がやって〈るの

を見つけた。非常に堅苦し気で、立派な服装だ、ったので、コールはその人を看過できなかっ

た。すぐに彼は紐の玉を転がし、紳士の前に立った。「恐れ入ります」と敬意を払い話しか

けた。「困っているんです。歩道の再編成のためにこの辺を測量中なんですが、助手がどこ

かへ行ってしまいまして。ほんの少しお手をお借りできませんか。JiいいですよJと見知ら

ぬ紳士は本物の英国人らしく言った。「それでは、」とコール。「この紐の端を持っていただ

けますか。そこに立ち、紐をぴんと張っていて下さい。数分で終わります。とても重要な作

業ですので。」立派な紳士は紐の一端を握り、コールは紐の玉を解きながら後ずさりを始めた。

角までそのまま進み、角を曲がって見えなくなった。まだ玉をほどきながら進み続け、区画

の半分まできたところで紐が尽きた。彼は、これからどうするかと Lばし立ち止まった。紐

の一方をドアノブに結びつけようと決めたとき、最初の紳士と同じくらい上品で完全な第二

の紳士を神が遣わした。コールは彼を呼び止めた。よき紳士なら、彼の土木作業を手伝わな

いはずがあろうか?やっぱり!コールはもう一方の端をその紳士に手渡し、しっかり握って

立っているように頼んだ。それから彼は歩いて姿を消し、もう一玉の紐を買いに庖へ急ぎ、

帰宅して絵を吊す作業を再開した。コールは二人の紳士がどのくらいの間紐を握って立って

いたか知らない。その場へ引き返して彼らの様子を窺うこともできたが、そんなことはしよ

うとも，思わなかった。熟練したプラクテイカル・ジョーカーほどその結末を想像に任せたが

るようだ。ゆったりと腰かけたまま、起こったであろうことを考えて楽しむのだ。)

1 .野間の目撃談

高いコンクリート塀にはさまれた町を、てくてく歩いて行くと、ふと、向こうに変なものが

見えた。一人の中年の紳士が、妙な恰好でまごまごしているのだ。デツプリ太った、重役タ

イプの立派な洋装紳士だったが、その紳士が、手に長くのlました巻尺をもって、なにかもじ

もじしながら、塀の角のほうへ、近づいて行くのである。紳士は外出用の服装で、藤のステッ

キを持ち、まだ新調したばかりらしいソフト帽をかぶっていた。その身なりで、巻尺をもっ

て、ウロウロしているのは、実におかしいのである。コンクリート塀から少しはなれた地面

に、赤と白のだんだら染めの測量棒が立ててある。巻尺はその外側をまわって、曲り角の向

こうへ折れている。そちらの端も誰かが持っているらしいのだが、巻尺はダランと垂れてい

て、そっちの端を持っている人も、そろそろと、こちらへ近づいてくるらしい。なんとなく

おかしな様子なので、わたしは遠くに立ちどまって、それを見ていた。紳士はもうほとんど

曲り角まで達していたが、すると向こう側から、自のさめるような締麗なものが現われてき

た。それは四十才前後の厚化粧の婦人で、あった。どこかの奥さんであろう。外出用の盛装を

している。派手な花模様のある訪問着に、帯も丸帯をデンと締めている。手には流行型の大

きなハンドバッグ。その盛装婦人が、巻尺の一方の端をもって、なにか、怖わごわ、こちら

をのぞく恰好で現われたのだから、いよいよ事態は異様である。紳士の方もおずおずと、塀
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の角からのぞく、婦人の方も、おっかなびっくりで、角からのぞく。そこで二人は顔を合わ

せたのだが、二人とも、なんともいえない、酸っぱいような、にがっぽいような、へんてこ

な表情を浮かべた。二人が知り合いでないことは、一見してわかる。ますます異様である。

わたしは、これはいったい何事なのかと、好奇心を燃やしながら見つめていた。紳士の方が

巻尺のケースを持っているのだが、巻き戻そうともしないので、目盛りをしたテープが道路

にとぐろをまいている。そして、そのテーフ。の両端を持った紳士と婦人とが、困惑したよう

な顔を見合わしているのだ。「わたしを、いつまでも、こんなところに立たせておくなんて、

けしからんじゃありませんか。今の男はいったい、どこへ行ったのです」紳士が真赤な顔を

して、つめよっている。「わたしこそ迷惑ですわ。あなた、どこの方かしりませんが、さっ

きの男はあなたの部下でしょう。いそぎの用事があるのに、こんなもの持たされて、もう十

分も、じっと待っていたのです。あなたは、わたしを、おなぶりになっているのですかJ気

の強い奥さんと見えて、なかなか負けてはいないのである。怒っているので顔がくずれ、人

並みの顔なのだろうが、ひどくみにくく見える。「なにをいうんです。迷惑したのは、わた

しの方ですよ。いったい、あなたはわたしになんの恨みがあるのですJiあらつ、妙なこと

をおっしゃいますわね。見も知らぬあなたに、恨みなんかあるはずがないじゃありませんか。

あなたこそ、わたしをからかっていらっしゃるのです。ほんとに、たちのわるいいたずらで

すわj怒鳴り合っているうちに、二人とも、変だと気がついたらしい。お互に加害者でなく

て、被害者だということがわかったらしい。二人はしばらくのあいだ、だまりこんで、相手

の顔を見つめあっていたが、紳士の方が先に口をきった。「どうもお互に一杯やられたらし

いなJ婦人は泣き笑いのような表情になった。「それじゃあ、さっきの男は、あなたもご存

知ない人ですかJiそうですよ。あなたにもきっと、わたしと同じようなことをいったので

しょう。これはひどい目にあった。あいつ、もう遠くへ逃げてしまったでしょうから、今さ

らさがしてもおっつきませんよ。お互にとんだ災難とあきらめるほかありませんな。アハハ

ハハ……Jiまあ、そうでしたの。ほんとうにひどい」そこで、二人はお互の立派な服装を

認めあった模様である。「あら、あたくし、つい腹がたつたものですから、失礼なこと申し

あげてしまって、おわびいたしますわJiいや、それはお互ですよ。わたしはこういうもの

です。決してこんなバカなまねをする人閉じゃありませんよJ紳士は太鼓腹のチョッキのポ

ケットから名刺入れを出して、指につばをつけて一枚引きぬいて婦人にさし出した。「あら、

申しおくれまして、あたくしも」婦人もふところから紙入れを出して、小型の名刺を差し出

した。お互の名刺には何々会社専務取締役とか、何々婦人会会長とか印刷しであったのであ

ろう。二人は名刺を読むと、相手を見直したように、やさしい目を見交わして、アハハ、オ

ホホと笑った。それからは小声になったので、よく聞きとれなかったが、二人は長い間立話

をしていた。どうやら、共通の知り合いでもあって、その噂をして、一層親しみを感じてい

るらしく見えた。やがて紳士は、まだ手にしていた巻尺の草のケースに気づくと、長くのび

た測量テープを、グルグルと巻き戻して、それを、なにか戦利品ででもあるようにポケット
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におさめ、婦人とむつまじそうに肩をならべて大通りの方へ歩いていった。(本文四九~

五三頁)

i 伊東による種明かし

「まあいい、時間を省くために、ぽくから話そう。ぼくは、なるべく人通りのない夕方を見

すまして、あの大きなやしきのコンクリート塀の角へ行ったo そこへ赤と白に染めた測量棒

を立て、両側の通りの角から二十メートルぐらいの地面に×印をつけてから、巻尺の革のケー

スを手にして待っていた。しばらくは適当な人が通らなかったが、やがて、あの重役肥りの

紳士がやって来た。むろん一面識もないんだ。服装がきちんとして、なかなか立派だったか

ら、この人がいいと思った。「ぼくは紳士のそばへ行って、『ちょっと』といった。『わたし

は役所のもので、ここの道路工事の測量を命ぜられて、やりはじめたんですが、助手のやつ

がどっかへ行っちまいましてね。すぐ戻ってくると思いますから、ちょっとのあいだ、これ

をお持ちになっていていただけないでしょうかJすると、紳士は、まさかいやともいえず『あ

あ、いいですとも』と答えたので、ぼくは、『この×印の中心にテープの端をあてていてく

ださい』とたのんで、、巻尺のケースをわたし、ケースから測量テープを引き出しながら、だ

んだん遠ざかっていって、角の測量棒の外側からテープを廻して、曲り角のむこう側へ歩い

ていった。「はじめの計画では、そのまま、テープの端に石を重しにして地面におさえてお

いて、うちへ帰ってしまうつもりだったが、そのとき、ちょうどうまい具合に、むこうから、

あの盛装の婦人がしずしずとやってきたO むろん知らない人だ。ぼくはとっさに思いついて、

テーフ。の端を引っぱりながら、婦人に近づいていった。そして、さっきの紳士にいったのと

似たようなウソをついて、婦人にテープの端を握らせてしまった。この地面の×印の中心に

おしつけていてくださいといってね。そして、ぼくはさっさと、うちへ帰ってしまったんだ

よ。……紳士があの巻尺を戦利品として持っていったそうだが、まあそれはジョークの楽し

みへの投資として仕方がないね。「ぼくは結果を見ないで帰ってしまったんだよ。いつもそ

うなんだ、。その方が、かえって興味津々たるものがある。あれからどうなっただろうかと、種々

様々の場面を想像することができるからね。(以下略)J(本文六O~六二頁)

ジョークの手法自体は同じだが、 Jokeγでは紐を買った帰りの咽嵯のジョークだ、ったのに対し、

乱歩は握らせる物を巻尺とし、測量棒を地面に立てるなど伊東による計画的な実行に改めている。

『ぺてん師』からは二箇所掲出したが、前者はジョークの成果を目撃した野間による語り、後者

はジョークを仕掛けた伊東による語りである。伊東の「ぼくは結果を見ないで、帰ってしまったん

だよ。いつもそうなんだ。その方が、かえって興味津々たるものがある。あれからどうなっただ

ろうかと、種々様々の場面を想像することができるからね。jという言葉は、 Jokeγ掲出部の“官le

rnore accornplished practical jokers seern to prefer a situation in which the denouernent is left to 

their irnaginations. They enjoy si抗加gdown and thinking about what mαy have happened."を受け

たと思われ、伊東が"Thernore accornplished practical jokers"の一人であると印象づけるための
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発言であろう。また、『ぺてん師』では被害者の一人を重役風紳士、もう一人を盛装婦人と変え、

名刺交換をして親しく肩を並べ歩み去る結末を野聞に目撃させ、ジョークの結末を描いていない

Jokeγに対し、物語性を付与しているo

5.民間人宅周辺を混雑させ困らせるジョーク (9/12)

One day in 1809 Hook was s甘ol1ingwith a企iend，Sam Beazeley， who wrote farces for the 

theater. They came to Berners Street， a sma11 avenue famous in that time for its serenity. 

People of social importance lived in Berners Street because it was so quiet. Sam Beazely 

remarked on血epeaceful aspect of the s廿eet.. ''1'11 lay you a gUinea，" said Hook，“出atwithin 

one week 1 can make出 sthe most talked about street in all of London." The bet was taken on 

the spot and Hook quietly noted the name on the doorplate at N o. 54. The house was 

occupied by a sedate widow named To此加gham.A couple of mornings later， before breakfast， 

a wagonload of coal drew up before Mrs. To抗恒gham's house. A van of furniture fo11owed， 

then a hearse with a coffin and a train of mourn祖母coaches.Two important physicians， a 

dentist，加da midwife arrived in separate vehicles and now traffic was beg加血19to pile up. 

Into the street came a wagon carrying a pipe org田1紅ldsix men to unload it and after them a 

load of beer in kegs.百lerefo11owed a ca此loadof potatoes; plus coachmakers， clockmakers， 

carpet-manufacturers， confectioners， wig-makers， opticians and curiosity dealers， all bearing 

samples of their wares. And after them， an assortment of coachmen， footmen， cooks， 

housemaids and nursemaids， all seeking employment. Now arrived vehicles of greater 

elegance， carrying the Governor of the Bank of England， the Archbishop of Canterbury， a 

Cabinet Minister， the Chairman of the East India Company， the Lord Chief Justice， the Duke 

of Gloucester， and the Lord Mayor himself. Berners Street was bedlam. Carriages and wagons 

and carts were jammed toge出町theirwheels locked， horses leaping about， and above all，せle

shriek and clamor of the indignant tradespeople， who began venting their rage on one 

ano血er.Wagons were overturned and their contents sca抗ered，some of the dignitaries were 

jostled and insulted， and across the way from Mrs. To抗恒gham's， concealed behind a cu此a恒

in a lodging house， Hook and Beazeley enjoyed the entire spectacle. The madness in the 

street continued throughout the day and a good pa此 ofthe night， but when darkness fell 

Hook departed from血eneighborhood， departed even from London， and hid himself deep in 

the country until public indignation died down. He had written hundreds of le抗ers，signing 

Mrs. To抗ingh田n'sname， and he had lured the dignitaries to the scene by letters which hinted 

that the Berners Street widow was prep訂 ingto dispose of her fortune. (Jokeγ111-12) 

(1809年のある日、フックは、演劇としての笑劇を書いた友人のサム・ピアズリーとぶらぶ
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ら歩いていた。彼らは、バーナーズ通りでも閑静なことで当時有名だ、った界隈にさしかかっ

た。とても静かなため、社会的地位の高い人々がバーナーズ通りに住んでいた。するとフッ

クが言った。「一週間以内に、俺がこの通りをロンドンで一番騒がしい通りにしてみせる。

でなけりゃ 1ギニーやるよ。」この賭けはすぐに成立し、フックは54番地の表札の名前を密

かに書きとめた。その家には、トッテインガムという名の生真面白な未亡人が居住していた。

二日後の朝、まだ朝食も済んで、いない時間に、荷馬車一台分の石炭がトッテインガム夫人宅

の前へ運ばれてきた。トラック一台分の家具が続き、それから棺を用意した霊枢車と、葬儀

用馬車の隊列がやってきた。有名な内科医が二人、歯科医が一人、そして助産婦も一人、そ

れぞれ別々の乗り物で到着し、今や交通が混雑し始めた。パイプオルガンと、それを降ろす

ための作業員を六人乗せた荷馬車、その後には荷台に満載された樽入りのビールが通りに

入ってきた。その次に大量のジャガイモ、続いて馬車屋、時計屋、織強製造会社、菓子屋、

かつら職人、眼鏡技師、古物商が各々の商品見本を携えてやってきた。それから、御者、召

使い、料理人、女中、乳母たちが大勢、雇用主を求めて集まってきた。さらに、英国銀行頭

取や、カンタベリー大司教、閣僚大臣、東インド会社社長、首席判事、グロスター公爵、ロ

ンドン市長が、もっと高級な乗り物に乗って到着し始めた。バーナーズ通りは大混乱に陥っ

た。馬車、荷馬車、運搬車がひしめき合い、車輪がはまり込み馬は飛び跳ね、とりわけ憤慨

して互いに八つ当たりをし始めた商人たちの悲鳴やわめき声のひどいこと。荷馬車がひっく

り返り積み荷が散乱した。突き飛ばされ罵声を浴びせられた貴人もいた。フックとピアズリー

はというと、 トッテインガム邸から道を挟んだ反対側にある下宿屋のカーテンの陰に隠れ、

この見世物の一部始終を楽しんでいた。路上の狂乱状態は、日が暮れて夜もかなり更けるま

で続いた。だがフックは辺りが暗くなりだした時にはその近所どころかロンドンを抜け出し、

公衆の怒りがすっかり収まるまで田舎の奥深くに身を潜めていた。彼はトッテインガム夫人

名義でサインをした手紙を何百通も書き、バーナーズ、通り在住の未亡人が資産を処理するこ

とをほのめかす手紙で貴人たちを大混乱の現場におびき出したのだ、った。)

「ところが、西洋のジョーカー伝を見ると、ひどいことをやっているやつがある。例えば、

こんなのがある。ロンドンにでもニューヨークにでも、金持の住宅街というのがあるね。そ

こを歩いているんだ。そして、アトランダムに、表札を見て、番地と姓名を書きとめる。な

るべく女主人公の家がよろしい。そして、その名で、方々の有名な庖に、とんでもない品物

の注文状を出すんだ。すると、大きな機械だとか、 トラックだとか、全く家庭生活に関係の

ないようなものが、次々と配達される口むろん、そこの主人は受取らないだろうけれど、主

人が留守だったら、女中なんかは一応受取るかも知れない。いずれにしても商人とのあいだ

に大悶着が起こるにちがいない。そこがジョーカーのねらいだけれども、これはもう犯罪と

いってもいいよ。(本文六三~六四頁)
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『ぺてん師Jでは犯罪といってもよい悪質なジョークの例として、 Jokeγと酷似したエピソード

が伊東により語られているが、その目的は全く家庭生活に関係のない物を次々と配達させ、商人

との聞に大悶着を起こすことと説明している。一方の Jokeγは、閑静な高級住宅地を大混乱に陥

れることが目的で、商人に限らず財界、政界、宗教界の大物なども多数呼び寄せている。

6.探偵小説本の最初に犯人の名前を書き込んでおくジョーク (11/12) 

Not long ago a woman匝 Germanywent to court and asked for a divorce from the brute she 

had unfortunately married. She told the judge that her chief pleasure in life came from 

reading detective novels. Every time she brought home a new one， her husband would write 

then担問of吐lemurderer at血ehead of Chapter 1. She got the divorce. (Jokeγ287) 

(さほど昔のことではないが、あるドイツ人女性が法廷に行き、不幸にも結婚してしまった

冷血漢との離婚を申請した。彼女は裁判官に、人生での最高の楽しみは探偵小説を読むこと

だと話した。新しい探偵小説の本を買って家に帰ると、彼女の夫は決まって犯人の名前を第

一章の最初に書き付けるのだとも。彼女は離婚を勝ち得た。)

「西洋の長篇探偵小説さ。君も知ってるように、ぽくのうちでは、翻訳探偵小説の叢書は全

部とっている。それを、この子もぼくも読むんだよ。ところで、ぼくはジョーカーのことだ

から、ちょっとしたいたずらをやったんだ。どれもこれも、美耶子より先に、ぼくの方が読

んじゃってね。その本の第一頁に、この小説の真犯人は誰々なりつて、大きな字で書きこん

でおくのさ。「このいたずらは、西洋のジョーカーが、とっくに先鞭をつけているO ぼくは

それを、ちょっとまねてみたんだがね。ゃっこさん、やっぱりカンカンに怒ったね。西洋の

例では、そのために離婚訴訟まで起こしているんだよ。どの本もどの本も、第一頁に種あか

しがしであってみたまえ。探偵小説好きなら、離婚したくなるほど怒るのも無理はないよ。「だ

から、この子も、おれをバカッって、どなりつけたんだ。そして、離婚話の近くまで行った

んだからね。探偵小説の恨みはこわいよJ(本文八九頁)

伊東は、外国に先例があるとこのジョークを説明し、彼が同じジョークを実行した結果、先例

同様に離婚話の近くまで、行ったと語っている。

2 ジョーカー・クラブの催しと乱歩の実体験

『ぺてん師Jでは、伊東主催のジョーカー・クラブ会合の一場面として、降霊術の様子が描か

れている。「広い部屋の隅に、箱のような区切りをして、黒い幕をさげて囲み、その中で霊媒が

椅子にかけJ、「見物の中の二人ぐらいが、そこへ行って、霊媒の手と足を椅子に括りつけて、動
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けないように」し、「黒いカーテンをさげてしまうので、霊媒は見物からは見えないように」し

た後、「電灯を消して、部屋をまつ暗にする。同時に、助手がレコードを廻して音楽を聞かせJ、

心霊実験が行われたとある(本文九三頁)。その晩の実験では、「死人の声が聞こえたり、未来の

予言が閣の中から響いてきたり、その他さまざまの奇蹟が行われた」とあるが、最も詳細に描写

されている「奇蹟」を引用する。

霊媒がとじこめられていると信じられている黒幕と、見物とのあいだに、机が置かれ、その

上に人形やラッパや長い紙製のメガホンなどがならべてあるO 机にも、人形のからだにも、

ラッパにも、メガホンにも、みな夜光塗料が塗つであって、まつ暗な中でも、その形がハツ

キリとわかっている。その夜光人形がレコードに合わせて踊り出す。ラッパが空中に持ちあ

げられて、ひとりで鳴り出す。長いメガホンが、サーッと見物の頭をこして、うしろの方ま

でのびる。そして、最後には、机そのものが、スーツと宙に浮いて、天井へあがっていく。

生命のない物体が、ひとりで動くのだから、非常な不思議である。これらは、すべて縄抜け

をした霊媒が、手で動かしているのだが、霊媒の姿は全く見えない。その部屋は窓には厚い

黒幕を張り、どんな幽かな光もはいってこないようにしてあるので、電灯を消すと、真の聞

になる。(本文九四頁)

この描写の元になったと思われる心霊実験会へ乱歩が参加した様子が、『江戸川乱歩全集』第

一七巻月報九(昭和五四年三月講談社)収録の奇術研究家・高木重朗による「乱歩先生と心霊現

象Jに記されている。昭和二五年一月一四日、ある出版社の主催で、行われた心霊実験会へ乱歩が

反対論者代表として参加、霊媒は当時の第一人者と言われていた人物であったという。実験の進

行状況に関する高木の記述を、一部抜粋する。

実験会場は部屋の奥に神殿と床の間が並んでおり、その前に黒いカーテンで囲ったキャビ

ネットがつくられていた口キャビネットの前には黒檀の座敷用のテーブルが置いてあり、そ

の上に夜光塗料を塗った人形がのせてあった。(中略)霊媒が入室した。説明者の0女史が

乱歩先生に霊媒をキャビネットの中の椅子にしぼりつけてくれと頼んだ、。先生は捕縄の研究

をされているので、縄抜けをすると、元の状態には完全にもどらないような細工をした。(中

略)キャビネットが閉じられ、音楽がはじまった。未完成交響曲である。室内の電燈が消さ

れた。部屋の中はまっくらになり、手先も見えない。しばらくすると、テーブルの上の人形

が立って踊りはじめた。踊るといっても、ただ、頭を持って振り動かしたような動きである。

このあとメガホンが空中で回転したり、ペンライトが空中で字を書いたりした。ペンライト

がテーブルの上に置かれた。すると突然テーブルが傾いて、その上に置いてある品物が投げ

出され、テーブルが浮び、上った。しばらくするとドスンと落ち、また上った。
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会の後、こうした現象は霊媒が縄抜けをすれば霊媒自身での実行が可能であり、自ら結んだ結

び目を暗中で探り、霊媒が一度縄を抜けていたことも確認したと乱歩が語った、と書かれているO

起こった現象とその真相、夜光塗料を塗布した人形やメガホン等の小道具まで一致していること

から、昭和二五年の心霊実験会での実体験に基づき、『ぺてん師jにおける降霊術の一場面を描

いた可能性が高い。

3 乱歩とジョーカー精神

『ぺてん師』では、伊東が野間に対してジョーカーの性質があると指摘し、手品と詰め将棋と

探偵小説が好きなのではと尋ねているが、当の乱歩も、探偵小説は言うに及ばず、手品と将棋も

愛好Lていた。「探偵小説三十五年(三O)J(昭和三三年一O月『宝石j)において、乱歩は「探

偵作家と将棋」との章題の下、探偵作家仲間に将棋愛好家が多かったことを記すなど、将棋に言

及することも多かった。手品に関しても、先述「乱歩先生と心霊現象」で、「新年会で奇術を御

自身で演じたり、奇術大会に出演されたこともあった。Jとあるように、その愛好ぶりが回想され、

また自らも手品について書いた文章が多い (3)0 r幻影の蔵一江戸川乱歩探偵小説蔵書目録-j
でも奇術、将棋関連の書籍が多数見られるが、乱歩の手品好き、将棋好きは、先の伊東の言葉と

照らし合わせれば、乱歩自身のジョーカー的性質を示したものといえよう。

『ぺてん師』本文第九章「ジョークと犯罪」で、は、ジョーカー・クラブの面々を前に伊東がジョー

クと犯罪の関係を語り、「たとえば血圧の高い老人かなんかに電話をかけて、びっくりさせるよ

うなことを話すとするね。それがもとで、血圧がひどく上って、脳軟化症をおこして死ぬという

ようなことも、起こらないとはいえない。すると、これはもう殺人罪だからね。「ジョークと犯

罪とは紙一重のちがいだよ。(以下略)J(本文六四頁)と続けている。これは、大正一二年一一

月『新青年J発表「恐ろしき錯誤Jで「絶対に証拠を残さない様な犯罪」、大正一四年四月『新

青年』発表「赤い部屋」で「少しも法律に触れる気遣ひのない殺人法」と形容されている犯罪と

同種である。この種の犯罪を乱歩は「フ。ロバピリティーの犯罪Jと命名し、具体例を挙げた同タ

イトルの論考も残している (4)。

また、乱歩のデビュー作「二銭銅貨J(大正一二年四月『新青年j)は、松田道弘により「退屈

しのぎにやる手のこんだ暗号ゲームを小説化したものです。日本最初のプラクテイカル・ジョー

ク・ミステリといってもいいでしょう。J(iインファンテリズムのガラパゴス島 一江戸川乱歩

のゲーム的世界j昭和五四年一一月講談社『江戸川乱歩全集j第一五巻)と説明されている。「二

銭銅貨」が「日本最初」のプラクテイカル・ジョーク・ミステリか否かはさておき、デビュー作

もプラクテイカル・ジョーク的題材を扱っているとの見解に従えば、探偵小説に一生を捧げたと

される乱歩には、一貫してジョーカー精神が流れていたといえる (5)。

乱歩が折に触れ探偵小説と落語の類似性を主張していたのは、伊東の言う「ジョークと犯罪と

は紙一重のちがいJを察知していたためであろうし、論考「プロバピリティーの犯罪」が発表さ
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れたのが昭和三九年であることと併せて考えれば、昭和三四年の Joker読了 (6)後、ジョークの

結果死に至った実例のような、悪戯の範障を越えたジョークの数々 (7)を知り、悪ふざけや悪戯

と犯罪の聞に感じていた漠然とした類似に、明確な関連を見出したのだろう。この意味において、

『ぺてん師と空気男Jは犯罪の裏に潜むブラックユーモアをジョークという形式で表した、探偵

小説に対する乱歩の精神を凝縮した作品といってよいのではなかろうか。

注

( 1 ) r江戸川乱歩全集』第三巻(昭和三六年一一月桃源社)の乱歩によるあとがきに、「日本版『ヒッチコツ
ク・マガジン』昭和三十五年一月号のために書いたショート・ショートだが、これの原型はず、っと古く、

小酒井不木博士と合作した『ラムールJという掌篇である。あれをさらに半分ぐらいに短くして、最

後のスリルをもっと強くしたものにすぎない。その原型の『ラムール』は、v 昭和三年、たしか村松梢

風氏の出していた『騒人Jという雑誌に寄稿し、(以下略)Jとある。

(2) 平井隆太郎「回想の江戸川乱歩J(平成三年一一月『オール読物』聞き手・岡崎満義)参照。以下に

一部を抜粋する。「ぼくが小説を読むことを、父はあまり歓迎しませんでしたね。直接には言いませ

んが、母を通じて『小説は読むなJと言ってました。(中略)それで、も父が本をくれたことが二回ほ

どあります。『これを読め』という意味でしょう。昭和二十年代の終わり頃、英語のラジオ講座で有

名だったジ、エ?ムス・ハリスさんが見えて、父の作品を翻訳する話がもち上がりました。(中略)こ

れがタトル商会から出版されたのですが、この本を二、三冊くれました。もう一回は、戦後はじめて

書いた『ぺてん師と空気男Jをもってわざわざぼくのところへ置いていきましたから、ある意味で自

信があったんで、しょうね。」と語っている。最初に与えられた本は、 Jαpαηesenαles of Mysteゅ αηd

1mαg伽αtion(Boston: Charles E.日抗le，1956。書誌は『江戸川乱歩レファレンスブック 3 江戸川乱

歩著書目録』平成一五年三月名張市立図書館に拠る)と思われる。

(3 ) 昭和二二年一二月『オール読物j所収「探偵小説と子供心」にて、「子供は手品を好む。探偵小説も

手品には目が無い。他人ではなくて親類である。ポーがメルツエルの将棋人形の魅力に抗し得なかっ

たやうに、どの探偵作家も手品狂である。」と記すなど。同随筆には、『ぺてん師』作中でも描かれて

いる「マーダー・パーティー」の名も挙がっている。なお、目次では「探偵小説と童心」の題名になっ

ている。

(4) iプロバピリティーの犯罪J(昭和二九年二月『犯罪学雑誌』所収)。

(5 ) 平井隆太郎氏は「父はあまり冗談が云えない人であった。相手の冗談に笑うことはあっても、自分か

ら冗談を飛ばして人を笑わせることは殆どなかった。」、「作品でも日常生活でも共にユーモア欠如的

だ、ったJ(平井隆太郎「亡父乱歩とユーモア」、平成元年四月講談社、江戸川乱歩推理文庫64r書簡
対談座談j) と書いている一方、乱歩が漫画を特技としていたことに言及し、「父にユーモア表現の

能力が全く欠けていたとも言い切れないと思う。」ともしている。

(6) r幻影の蔵一江戸川乱歩探偵小説蔵書目録ーJCD-ROMのデータベース記事に拠れば、乱歩蔵の
Jokeγの一冊に i34.1. 6・・・・荘に宿泊中読了」とのメモが見られるとのこと。

( 7 ) The practical joke which is most often used to illustrate the tragic implications of the business is the 

following: Two young men， named Joe and Bill， were out hunting on a hot day. They arrived at a 

farmhouse and Joe went inside to ask the farmer's permission to hunt on his land. Bill remained 

outside. The farmer told Joe it would be all right，江Joewould do him a favor. "On your way over to the 
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woods，" said the fanner， "you'l1 p部 sthrough a field where there's a horse. He's old and sick and needs 

to be put out of his misery. Shoot him for me， and you can hunt all you want to on my land." Outside Joe 

said nothing to Bill about the horse and they arrived at the pasture. As they came close to the old horse， 

Joe suddenly began acting strangely. He rol1ed his eyes and wagged his head back and forth.“1 th泊k1'11 

kill由athorse，" he growled and， r泊s担ghis gun， put a bullet加tothe animal's brain. Then Joe turned， 

swaying cr回目ぁ andsaid:“Now 1 think 1'11 kill you!" Instantly B出 raisedhis rifle and shot Joe through 

thehe町t.(Jokeγ52・53)

(いたずらによる悲劇的結末を例証するものとして最もよく挙げられるのは、次のプラクテイカル・

ジョークであろう。ジョーとピルという二人の若者がある暑い日、狩りに出掛けた。彼らは農場主の

家に着き、ジョーは農場主の土地での狩猟許可を得るために中へ入った。ピルは外で、待っていた。農

場主は、条件付きで狩猟を許可した。「森へ向かう道の途中、一頭の馬がいる広場を通るはずだ。そ

の馬は年老いて病気だから、その苦しみを取り除いてやりたい。どうかその馬を撃ち殺してくれない

か。そうすれば、わたしの土地で好きなだけ狩りをしていいよ。」と言った。外に出てもジョーはピ

ルに馬のことを何も伝えないまま、二人は放牧場にやってきた。彼らが年老いた馬に近づいたとき、

ジョーは突然奇妙な振舞いを始めた。目をぎよろっかせ、頭を前後に激しく揺り動かした。「あの馬

を殺してやる」と怒鳴り、銃を持ち上げ、馬の脳髄に弾丸を撃ち込んだ。それからジョーは振り返り、

正気を失ったように体を揺り動かしながら、「次はお前を殺してやる!Jと言った。即座にピルは彼

のライフルを構え、ジョーの心臓を撃ち抜いた。)

というジョークや、火のついたマッチをうなじに近づけたところ、被害者が運悪くアルコール含有の

トニックを大量に髪の毛に塗っていたため一瞬にして引火してしまったジョーク (Joker48)等。

付記 『ぺてん師と空気男』の本文は初出の書き下ろし単行本に拠り、ルピを適宜省いた。




